





















ら れ な い。₂  例 え ば、 ラ テ ン 語 文 法 家
Priscianusは、Institutiones grammaticae 
（Keil ₁₈₅₅: ₂, ₉ ） にて、言語音をまずvocales 
（母音）とconsonantes （子音）に分け、さら
にconsonantesをsemivocales （ 半 母 音 ） （f, l, 
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法家に記述に見られること（Dobson ₁₉₆₈: ₂, 






















２．現在の音声学の［ʃ］, ［ʒ］, ［tʃ］, ［dʒ］
の調音
　今日の音声学において、調音点の観点から













ModE.（近代英語） ship （OE.（古英語） scip）, 




いた（Horn-Lehnert ₁₉₅₄: ₂, ₈₁₂-₁₇, ₈₁₉-₂₁）。
/tʃ/は古英語期に起きた［k］ （ModE. chaff, child, 
chin）, ［kk］（ModE. ﬂitch （OE. ﬂicce）, witch 
（wicce）, wretch（wræcca）） の口蓋化の産物
で あ る か あ る い はModE. chair, chamber, 
chanceなどの古フランス語からの借用語に
存 在 し て い た（Horn-Lehnert ₁₉₅₄: ₂, ₈₁₆-
₂₁）。/dʒ/は古英語期に起きた［gg］ （ModE. 
bridge  （ME. brigge ）, edge  （egge ）, midge 
（migge））, ［ŋ］に後続する ［g］ （ModE. singe, 
swinge, hinge） の口蓋化の産物であるかある
い は、ModE. gem, gentle, judge, justの よ う
なフランス語からの借用語に存在していた
（Horn-Lehnert ₁₉₅₄: ₂, ₈₂₁-₂₂）。/ʒ/は近代英





₁₉₅₄: ₂, ₈₂₂）。また、このME. ［zj］ > ［ʒ］ と
ともにnation, passion, ancientなどの語に見
られるME. ［sj］ > ［ʃ］ が₁₇世紀から文法家に
記述に見られること（Dobson ₁₉₆₈: ₂, ₉₅₇-
₅₈; Horn-Lehnert ₁₉₅₄: ₂, ₁₀₈₀-₉₄）、 さ ら に、
tube, Christianity, matureなどの語に見られ
るME. ［tj］ > ［tʃ］, dew, soldier, endureなどの
語に見られる ［dj］ > ［dʒ］ が₁₇世紀末から文
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的 な も の が 多 く 見 受 け ら れ る。 例 え ば、
Richard Mulcaster（c. ₁₅₃₁-₁₆₁₁）がThe 
First Part of the Elementarie（₁₅₈₂）におい
て提示している英語の音の分類は、まず「単
一の文字」（“single letter”）である母音（a, e, 
i, o, u）と子音―mutes（黙音）（b, c, d, g, k, p, 
q, t） とhalf vowels（半母音）（f, l, m, n, r, s, x, 
z） ―から始まり、次に、母音と子音両方の




には、thwak  ［ModE. thwack］ のthw, shrink
のshr, whistleのstlなどの子音連結群と気音h
を伴った ch, gh, ph, ch, sh, th, whから成ると
説明されている（₁₁₀-₂₄）。このような当時
よく見受けられる文字と音声を混同した






音 i  の音価として（₁₁₅）、さらに、gの音の
説 明 の 中 で、/g/を 表 す「 強 音 のG」（“G, 
soft  palate being raised and the nasal 
resonator shut off, the tip and blade of the 
tongue make a light contact with the alveolar 
ridge, the front of the tongue being raised at 
the same time in the direction of the hard 
palate and the side rims of the tongue being in 











の交替が、ModE. issue, sexual, casual, asure
など/u:/, /u e/の前、ratio, appreciate, negotiate
など他の母音の前などで起こる。特にイギ





鎖」（“a closure made between the tip, blade 
and rims of the tongue and the upper alveolar 
ridege and side teeth”）によって遮断される
と同時に、前舌が硬口蓋の方へ持ち上げられ
た後、閉鎖の開放がゆっくりとなされ、「舌端 
/ 前舌と歯茎 / 硬口蓋前部の間で」（“between 
the blade/front of the tongue and the alveolar/











べきことである。彼は An Orthographie（₁₅₆₉: 
₃₆a-₄₀b, ₄₁b-₄₂b, ₆₇a）にて、子音を ₄ つの
範疇、つまり （ ₁ ）「息の閉鎖でつくられる」
（“made with a stopping breath”）子音（b, p, d, 
t, g, k, dʒ, tʃ）（₆₇a）、（ ₂ ）「継続して均一し
た 息 を 有 す る 」（“have a continual uniform 
breath”）子音（ð, þ; v, f ; z, s）（₅₉a）、（ ₃ ） 
liquids（流音）あるいはsemivocals（半母音）
（ l, m, n, r,  syllabic ḷ ）（₃₈b）、（ ₄ ） breaths（気





















ろう。」（“the hushing of this breath /ʃ/ is made 
strong”）に対して「弱音のG」（“G, weak”）
として紹介されている（₁₂₀）。/ʒ/については、
zの音の説明において、azur （ModE. azure）, 
treasur （ModE. treasure）などの外国語の借
用語に見受けられると説明されている（₂₂₃）。
　Alexander Gill （₁₅₆₅-₁₆₃₅） が Logonomia 








蓋 歯 茎 破 擦 音 を「 二 重 子 音 」（“duplices 
consonantes”）と捉え、その音価をそれぞれ 
t  + sh, d + shと表しているが、d + shのshに
ついては z にほぼ変化していると補足してい
る（₁₀-₁₁）。この/tʃ/を表す表記 t  + sh の sh 
は/ʃ/の音価と想定されるが、/dʒ/を表す d  + 
sh については sh と表記したままでは/ʒ/の音





を z  に近い音価としか表現する術がなかった
のであろう。Gillは彼独自の言語音の分類は
行っていない。
　Thomas Smith（₁₅₁₃-₇₇）は De recta et 















音声学者の［ʃ］, ［ʒ］, ［tʃ］, ［dʒ］の分
類と記述






4.1　John Wallisの［ʃ］, ［ʒ］, ［tʃ］, ［dʒ］の分
類と記述
　John WallisはGrammatica linguae anglicanae 
（₁st ed. ₁₆₅₃; ₆th ed. ₁₇₆₅）₆ において、［ʃ］, 
［ʒ］, ［tʃ］, ［dʒ］ を彼の考案した言語音の単子
音の体系に組み入れずに、「複合的な文字
［音］」（“Literae Compositae”）と捉えている。
「複合的な文字［音］」は ai, ei, ay, ey, au, eu, 
aw, ew などの第二要素が子音 y, w である二
重母音と子音連結群から成る。［ʃ］, ［ʒ］, ［tʃ］, 
［dʒ］を子音連結群と捉えたWallisは、その
音価をそれぞれ sy, zy, ty, dy と記し、その例
と し て そ れ ぞ れ syα´me （ModE. shame）, 
syα^mbre （F.［フランス語］ chamber）, syα^m （G. 
scham）; zye  （F. je）, a-zye  （F. age）; ort-yard 
（ModE. orchard）, rit-yes （ModE. riches）; dyar 
（ModE. jar）, dyoy （ModE. joy）を挙げている
（₃₆-₃₉）。［ʒ］に対して彼が挙げた例はフラ
ンス語だけである。Wallisの説明通りに解釈
thorow the teeth only and taking of the tongue 
from the palet, and drawing it inward to the 
vpper gummes or teeth: which you may 
perceyue by closing your teeth together, and 
so thrusting forth of your breath harde: or by 
biting vnder or vpper lip, and thrusting your 
breath thorowe your teeth, and so this breath 
is perfitelye made. By which doings you maye 
finde that the z  nor s , can not be made but by 











同様になる」“（“which two last pairs ［/dʒ/, 
/tʃ/］ have a certain stay of the breath like as 
had the first pair ［/b/, /p/］, which causeth it at 
the separating of the parts, to wit of the lips, 
and of the tongue from the teeth, to be the 
harder thrust forth. The like of dʒ and tʃ,  by 
putting the tongue to the palate and fore-
teeth softly, so as the breath be stayed”）（₅₉a）。
　/dʒ/は有声音を示す“inward”な音、/ʃ/と
/tʃ/は無声音を示す“breathed”な音と説明








a Real  Character,  and a Phi losophical 
Language（₁₆₆₈）において［ʃ］, ［ʒ］をそれ
ぞれ音声記号 Sh と Zh で表し、その音価に
ついて、この両音は一文字で綴られていない
（F. Jean）が、単音（“distinct and simple letters”）
であると説いている。［ʒ］の例としてF. Iean
（F. Jean）を挙げている（₃₆₉）。













（ 唇 音 ）（V ［v］, F ［f］; M ［m］, HM ［m
8
］） と
lingual（舌音）（Dh ［ð］, Th ［θ］; L  ［l］, HL ［l
8
］; 
R ［r］, HR ［r
8
］; Z  ［z］, S  ［s］; Zh ［ʒ］, Sh ［ʃ］; N 
［n］, HN  ［n
8








で調音される音には口音 Dh, Th; L, HL; R, 
HR; Z, S; Zh, Shと鼻音N, HN、舌の根元ある
いは真ん中で調音される音は口音Gh, Chと鼻
音Ng, Nghから成る。最終的に、舌先で調音
される口音は、（ ₁ ） appulse（近接）による
Dh, Th（舌先が歯先に近接）; L, HL（舌先が
口蓋の最前方部に近接）、（ ₂ ） trepidation（振
すれば、sy, zy, ty, dyの音価は、その y  が ay, 
ey などの第二要素 y  であることから、それ








［ʃ］はF. ch, G. sch, ヘブライ文字 shin, アラ
ブ文字 shin, 母音の前のW. （ウエールズ語） si
と同音、［ʒ］は上述した語にあるF. j , F. g , 
Pers. （ペルシャ語） zyeと同音、［tʃ］は母音字 
e , iの前のIt. （イタリア語） c , Pers. cheと同音、









る tsyandsyer ではなく tyan-dyer だと明言し
た後で、読者に自分の耳で聞いて音価を判断
するように促している。彼の説明によれば、
ModE. yew を d, t, s, z に後置すると、dyew, 
tyew, syew, zyew の音価、つまりModE. Jew, 
chew, shew, Fr. jeu と同音になるという（Kemp 
₁₉₇₂: lx, ₃₈-₃₉）。Wallisの［sj］, ［zj］, ［tj］, ［dj］
については後述する。
4.2　John Wilkinsの［ʃ］, ［ʒ］, ［tʃ］, ［dʒ］の
分類と記述
　John Wilkins（₁₆₁₄-₇₂）はAn Essay towards 
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わらない」（“in the prolation of them ［［tʃ］ and 
［dʒ］］, we do not end with the same sound 
with which we begin”）からだと説いている。
　［tʃ］, ［dʒ］の音価に関する彼の記述には躊
躇を感じる。彼は、［dʒ］の音価を dzy （例え
ば  dzyindzyer  （ModE. ginger ）, dzyudzy 
（ judge））かあるいは dy（例えばdyoy （ joy）, 
dyentle （ gentle）, lodying （ lodging））と、あ
るいは、［tʃ］を ty（例えば ortyard （ orchard）, 
rityes （ riches））と捉えてもよいと考えてい
る。しかし、最終的にはWilkinsは［tʃ］, ［dʒ］
をそれぞれT + Sh, D + Zhと捉えた方が明瞭
であると結論を下している（₃₇₂）。₇
4.3　William Holderの［ʃ］, ［ʒ］, ［tʃ］, ［dʒ］
の分類と記述
　William Holder（1616-1698）が Elements of 
Speech （₁₆₆₉） において提唱している言語音
の単子音の体系では、潜在的に存在可能な子
音がすべて ₄ × ₉ の構造を成す秩序立った枠
組みの中に組み入れられていて （₆₂）、この







動）によるR, HR, （ ₃ ） 息のpercolation （浸透）
















of the breath; between the top of the the 







the tongue rendered concave, and the teeth 
both upper and lower”）と行われるのに対し、
［z］, ［s］は「舌と上歯あるいは歯茎が近接し
て、舌と上歯との間から息を押し出して」
（“An appulse of the tongue towards the upper 
Teeth or Gums, and then forcing out the 








（₂₂-₇₄）。Sh と Zh はそれぞれ（ore-）spiritual, 
（ore-）vocalに分類されていることから、口
音の無声音と有声音と捉えられている。





じ る。」（“there is a Partial Pervious Appulse of 
the End of the Tongue to the Goums, giving 
the Breath a streight passage there, by which 
hissing sound is made; the sides of the Tongue 




もっと近くへと持ち上げると」（“the end of 
the Tongue born more downwards, and the 
middle of it born up nearer the Palate, the 









出 す 」（“this  ［S］ hissing in the Goums; that  








P ［p］, B ［b］; 鼻音 M’ ［m
8
］, M ［m］）, gingival
（歯茎音）（口音 T ［t］, D ［d］; 鼻音 N’  ［n
8
］, N 
［n］）, palatick（口蓋音）（口音 K ［k］, G ［g］; 
鼻音 Ng’  ［ŋ
8
］, Ng ［ŋ］）に ₃ 分される。partial
の範疇は、labiadental（唇歯音）（口音 F ［f］, 
V ［v］; その鼻音 ₂ 音）, lingua-dental（舌歯音）
（口音 Th ［θ］, Dh ［ð］; その鼻音 ₂ 音）, gingival-
sibilant（歯茎歯擦音）（口音 S  ［s］, Z  ［z］; そ
の鼻音 ₂ 音）, palatick-sibilant（口蓋歯擦音）
（口音 Sh ［ʃ］, Zh ［ʒ］; その鼻音 ₂ 音）, gingival-
free（歯茎解放音）（口音L’ ［l
8
］, L  ［l］; その鼻
音 ₂ 音）, gingival-jarring（歯茎不快音）（口音
R’ ［r
8
］, R ［r］; その鼻音 ₂ 音） の ₆ つの範疇に
分類される。partialの分類には、能動調音器
官 と 受 動 調 音 器 官 を 組 み 合 わ せ た 範 疇
（labiadental, lingua-dental）や受動調音器官





は Sh ［ʃ］, Zh ［ʒ］はpalatick-sibilant、S ［s］, Z 
［z］はgingival-sibilantに属することから、両
音とも破擦音の特性を有すると考えられるも









口 音 ）、naso-spirital （ 無 声 の 鼻 音 ）、naso-
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つくられる」（“Zh is made in the same palace 
［as Z］, if the breath is emitted more strongly 
and grosly between the Tongue raised higher 
and the hollow of the Palate more strained 







is framed by the end of the Tongue fixed to 
the root of the lower Teeth, and the middle in 
the mean time raised, while the air breath’d 
through the Teeth almost shut makes a hissing 
but slender sound”） と 説 明 さ れ て い る
（Cooper ₁₆₈₇: ₂₀）。₉ この Z の調音の記述に
おいてふたつ着目すべき点がある。ひとつは、







lingua-dentalである［ʃ］, ［ʒ］は「［S ［s］とZ 
［z］よりも］もっと厚めに息を吐き出す」





　［tʃ］, ［dʒ］については、Holderはこの ₂ 子
音を「二重子音」と捉え、言語音の単音の体
系に組み入れず、調音についても記述してい
ない。綴り字 Ch によって表される［tʃ］, 綴
り字 J によって表される［dʒ］は、それぞれ 
T + Sh, D + Zhか、あるいは T + Y, D + Yの子
音連結群と捉えている（₇₂）。₈
4.4　Christopher Cooperの［ʃ］, ［ʒ］, ［tʃ］, 
［dʒ］の分類と記述
　Christopher Cooper（d. ₁₆₉₈）がThe English 
Teacher（₁₆₈₇）において提唱している英語の
単子音の体系は、まず閉鎖の程度を基準に、
息が一部遮断されて生じるthe first rank of 
consonants （閉鎖音以外の子音）と息が完全
に 遮 断 さ れ て 生 じ るthe second rank of 
consonants（閉鎖音 b, d, g, p, t, c）の ₂ 分割
から始まる。次に、前者はsemivowels（半母





［ʃ］, ［ʒ］をそれぞれ表す子音 sh, zhが属する
the first rank of consonantsは鼻音（m, hm; n, 
hn; ng, hng）と口音に２分され、口音はさら
にlabial （w, hw; v, f）, lingua-dental （z, s; zh, 
sh; dh, th）, lingua-palatine （ l, hl; r, hr; y, hy）, 
guttural （ gh, ch; h） に４分される（₁₈-₂₁）。
sh, zhはそれぞれ有声音の範疇semivowels, 無
声音の範疇aspiratedに属する。このように、
























挙げただけである（Dobson ₁₉₆₈: ₁, ₂₇₈）。
５．結論
　₁₇世紀の音声学者が彼らの科学的考察に












記述も見受けられないが、judgeの j は dzh 
と、ギリシア語の派生語以外の語に見受けら
れるsuch, richの ch を tsh と記している（₂₃-
₂₄, ₆₂-₆₄）。
4.5　Francis Lodwick の［ʃ］, ［ʒ］, ［tʃ］, ［dʒ］
の分類と記述
　Francis Lodwick （₁₆₁₉-₉₄） が“An Essay 
towards an Universal Alphabet” （₁₆₈₆） に て
言語音の単子音の分類を以下の ₆ ×₁₁の表で
提示している。横 ₁ 列目をPrimitives、横 ₂
列 目 か ら 下 をDerivativesと 名 づ け て い る 








Lodwickが［ʃ］, ［ʒ］ の み な ら ず［tʃ］, ［dʒ］
表１　Lodwickが考案している単音の子音の表
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
1 B ［b］ D ［d］ J ［dʒ］ G ［g］ = = L ［l］ H ［h］ Y ［j］ R ［r］ W ［w］
2 P ［p］ T ［t］ Ch ［tʃ］ K ［k］ = =
3 M ［m］ N ［n］ gn ［ɲ］ ng ［ŋ］ = =
4 ＝ dh ［ð］ J ［ʒ］ g ［ɤ］ V ［v］ Z ［z］ lh  ［l
8
］
5 = th ［θ］ sh ［ʃ］ ch ［x］ F ［f］ S ［s］
6 n*
*Lodwickによると、F. danseの n の音である。
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し、Wilkinsは他の解釈を積極的に否定して
はいない。Wallisの ty, dyについては後述す


































































釈には躊躇も感じられる。Wallisは ty ［tj］, dy 






　Wallisは［ʃ］, ［ʒ］, ［tʃ］, ［dʒ］ の 音 価 を sy 






（ay, ey, aw, ewなど）が「母音+ y, w」である
のと同様に、子音連結群と捉えているこれら









ModE. nation, nature, orchardのような語に見
られた当時の子音推移［sj］> ［ʃ］, ［zj］> ［ʒ］, 
























にて、子音 F ［f］, V ［v］, S  ［s］, Z  ［z］, Ch ［x］, 
Gh ［ɤ］を“subtiliores”あるいは“tenuiores”
（「か細い音」）、子音 F ［ʍ］, W ［w］, Th ［θ］, 






のから」（“per rotundum quasi foramen”）吐
き出される（₁₈）。Wallisは［ʃ］, ［ʒ］を「複
合的な」音と捉えているため両音はこの単子
音の分類とは無関係だが、［s］, ［z］, ［ʃ］, ［ʒ］ 












［z］, ［ʃ］, ［ʒ］ の す べ て に 認 め て い る が、
WilkinsとCooperは［s］, ［z］にしか記してい
― 63 ―
?????????????, ??, t??, d????????
時の用語の直訳であり、現代の専門用語ではない。
４．Thomas Smithの詳細については、Salmon （1998: 
139-40） 参照。




















に対して ts の音声表記を与えている（20, 23）。





の音素の連続、つまり閉鎖音 + 摩擦音（［t］ + ［ʃ］, 
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